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中国産酸化チタンに対するアンチダンピングに関して 
 

日本酸化チタン工業会 
 
 

 
 日本政府は 10 月 16日、中華人民共和国（以下「中国」といいます。）産の二酸化
チタンルチル型をもととした顔料及び調製品（以下「対象製品」といいます。）に対
するアンチダンピング調査（以下「本調査」といいます。）の開始を公表いたしまし
た。 
 
 近年、中国産の対象製品について、低価格での輸入が増加しており、本邦の国内生
産者は厳しい事業環境に置かれています。 
また、EU、インド、ブラジルを始めとする諸外国においても、中国産の二酸化チタン
に対するアンチダンピングその他の通商措置が相次いで講じられており、我が国にお
いても通商措置の必要性が一層高まっております。 
 
 こうした状況を踏まえ、当工業会は、国内の二酸化チタン産業における公正な競争
環境の確保を図るため、本年 8月 7 日、中国産の対象製品について不当廉売関税の課
税を求める申請を行いました。 
本調査は、WTOルール及び国内法令に基づき、日本政府が公正かつ独立した立場で
進めるものと理解しております。 
 
 当工業会としては、国内の二酸化チタン産業における公正な競争環境の確保に向
け、本調査に対して適切に対応してまいります。 
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